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研究成果を行政施策としてより強力に活用するため、国際機関等との連携を有機的に図る必

要がある。 

現在、国際協力の推進体勢について世界的に大きな変革がみられ、世界エイズ・結核・マ

ラリア対策基金や GAVI(Global Alliance for Vaccine Initiative)等、既存の国際機関や

二国間協力の枠組みにとらわれない、NGO や民間基金といった市民社会がより深く参画する

新たな官民協力(Public-Private Partnership)の形態が台頭し始めており、国際機関のメジ

ャードナーとして、また、科学技術・社会保障政策先進国として、このような新しい枠組み

をも含めた国際的な枠組みに対してどう対処すべきか戦略的な対応が求められている。一

方、近年、我が国の ODA 予算は減少傾向が続いている。限られたリソースの中で、より効果

的・効率的な国際協力を実施し、我が国の貢献とプレゼンスを維持・強化する方策を検討し

ていく必要がある。 

【国際医学協力研究】 

我が国と米国が共同でアジア地域の疾病の研究を行うことにより、我が国のみならずアジ

ア地域の健康維持・増進に貢献するとともに、米国等と共同研究を行うことによりアジア地

域の研究者の育成にも寄与してきた。今後ともアジア地域を中心とした医学の進展に貢献し

ていく必要があり、研究者の育成、国際協力・貢献の観点からも必要な研究である。 

 

(2)研究事業の効率性 

【地球規模保健課題推進研究】 

本研究事業の公募課題は、省内関係部局と調整の下、公募課題を決定し、研究実施の各段

階において省内関係部局から意見を聴取する等、積極的な連携を図る。また、適切な事前評

価・中間評価により、効率よく、優れた研究を採択し、毎年度、研究成果をとりまとめた報

告書を作成するとともに、事後評価を行うことにより、効率的な研究事業を実施する。 

【国際医学協力研究】 

取り組むべき問題が多岐にわたる中で、緊急性や重要性に鑑み、集中的に取り組む課題を

抽出し、分野ごと５カ年ごとに計画を作成し、５カ年終了後に評価するとともに、毎年、日

米両国の日米医学協力委員により研究の実施状況等について評価・助言を行い、研究活動に

速やかに反映できる体制となっており、効率的な研究が行われている。 

 

(3)研究事業の有効性 

【地球規模保健課題推進研究】 

公募課題決定、研究実施の各段階において省内関係部局から意見を聴取する等、積極的な

連携により、施策との関連の高い課題を実施する。また、若手育成型研究を導入し、長期的

な視点で当該分野の若手人材の育成を図る。 

【国際医学協力研究】 

本研究事業においては、ウイルス、細菌等感染症、栄養・代謝関連疾患、環境と遺伝要因

による疾病といった幅広い分野（９課題）の研究を実施しており、それぞれの分野の日本、

米国の研究者が共同で研究を実施し、アジア地域の保健衛生の向上に貢献してきた。また、

アジア地域の研究者とも共同研究等を行うことにより、現地の状況を反映した研究及び研究

者の育成を有効に図っており有効性の高い研究である。 

 

(4)その他：特になし 

 

３．総合評価 
【地球規模保健課題推進研究】 

日本が蓄積してきた知見・経験を活かし、また我が国の先端的な科学技術や国際保健分野

の人材を活用すること等により、保健分野において国際的に貢献し、日本のプレゼンスを高

め、 終的には、国民の健康と安全を守るための研究である。 

【国際医学協力研究】 


